
補聴器購入に補助金は使えるか？

補聴器相談医が補聴器
が必要と認めた場合
◆診療情報提供書必要

購入後、医療費
控除の対象とな
る可能性 両耳の聴力レベルが70dB

以上などの条件

◆市町村指定の耳鼻科医
からの意見書必要

障害者総合支援法によ
る補助の適用の可能性

補聴器購入される方
全員

◆補聴器は非課税商品

補聴器本体の消費税
は非課税

名前： 読了日付：

●購入後、医療費控除対象となる可能性

補聴器相談医が補聴器が必要と認めた場合
診療情報提供書必要です。所得額によって還付される額は変わります。

※主な収入が年金だけ、パート収入のみの場合はメリットがない可能性大

例：課税所得400万円、補聴器代20万円の事例　※詳しくは税理士にお尋ねください

1.医療費控除額を計算
2.医療費控除額 = 20万円（補聴器代） - 10万円 = 10万円
3.還付金を計算
4.所得税率20%の場合: 還付金 = 10万円 × 20% = 2万円

●障害者総合支援法による補助の適用の可能性

両耳の聴力レベルが70dB以上などの条件があります。
市町村指定の耳鼻科医からの意見書必要
耳栓付きで認められた場合、5万円前後の補助が受けられることが
あります。補聴器購入前の手続きが必要（最初の手続きは要日数）

高価な補聴器だからこそ、最初に知っておきたい
補聴器補助金のあれこれ

＜市町村主体＞の高齢者向け補聴器購入補助、一部開始
大阪市：上限25,000円の補助（※レポート提出等の義務あり）

【特報！】



店主おススメ 最新補聴器の価格は？

インシオ（Insio）IX

話題の小型オーダーメ

イド＆充電モデル

目立たず手元のアプリ

操作が可能

シグニア補聴器

ジェネシス EDGE AI

CIC312

Bluetooth搭載で最小モ

デル。テグス式アンテナ

と電池仕様で小型化に成

功

スターキー

ビビア

超小型小型耳掛け＆充

電モデル。AI機能搭載

モデルでは最小モデル

リサウンド

名前： 読了日付：

●シグニア補聴器　インシオ（Insio）CIC

一番人気は３IX　両耳584,000円

32チャンネル搭載モデルは従来であればもうワンランク上の機種に

しかなかったもの。騒音下での聞き取りおよび今後の聴力変化にも

対応しやすい。長く使って欲しい機種です。※Bluetoothは非搭載

●スターキー　ジェネシス　EDGE AI CIC312

一番人気はジェネシスＡＩ 16 CIC312　両耳660,000円

話題のAI機能搭載。手元のアプリで周囲の生活音、環境変化にもス

ムーズに対応。電話が楽になりますよ

●リサウンド　ビビア

ビビア4　両耳433,000円（充電式）　※電池式は400,000円

この他、旧世代モデルにはなるが価格を抑えたサビー４もおすすめ

両耳価格337,600円（充電式）

かんたん、操作性を優先される方は充電式がおすすめ

機能を優先する方はBluetooth（無線通信）対応モデルを



店主おススメ補聴器メーカーは？

シーメンス補聴器の流
れを汲む。雑音抑制、
音声強調に特徴。ライ
ンナップが多く希望に
合致しやすい。

シグニア補聴器

オーダーメイドの耳穴補
聴器では選択肢が最も多
いメーカー。AIを活用し
た環境認識機能が特徴

スターキー
脳の働きを研究し自然
な形で音を耳に届け
る。小さな声が聞きや
すい

オーティコン

名前： 読了日付：

●シグニア補聴器
オーダーメイド補聴器以外にも、小型耳掛け型、デザイン重視な補
聴器、最小サイズの充電式の超小型耳穴補聴器などラインナップが
豊富で希望の補聴器に出会いやすい。

●スターキー
上位機種だけでなく、スタンダードモデルでも手元のアプリ操作で
AI機能を活用できるのが特徴。充電モデルでも小さく作れるのもセ
ールスポイント

●オーティコン
聞き比べをしてもらうと【自然な感じ】と言われるメーカー。自分
の声が響きやすい方はまずこのメーカーから考えるのも一案です。
小さな声が聞き取りやすいと好評です。

最新型補聴器は海外メーカーに優位性あり。しかも圧倒的に
その理由は、使用中のユーザー数と性能は比例するから



補聴器の選び方

認定補聴器専門店を優
先的に検討する
◆認定機関【テクノエ
イド協会】ホームペー
ジから検索可能

補聴器販売店

同じクラス、同じタイプ
で聞き比べ

◆予算に応じたクラス選
定を先に行い、2、3比較

補聴器メーカー
目的に合致した機能
か、デザイン、操作
性、今後の拡張性等。

◆使用場面、電池交換

補聴器の機種

名前： 読了日付：

●補聴器販売店
数ある補聴器販売店の中でも、業界内で一定基準の設備、スキルを
持った販売店が【認定補聴器専門店】です。どんなに良い補聴器を
持っていても、自分の聞こえにキチンと調整を施さないと宝の持ち
腐れになります。買ってから後悔しないために設備と接客に
コストを費やしている認定補聴器専門がおすすめです。加えて、
複数メーカーを扱っている販売店が更におススメです。

●補聴器メーカー
もっとも多く聞かれる質問です。補聴器販売店は、"良いと思って
いるメーカー”を扱っているので、先入観を持たず、そのお店の中
で聞き比べをすることが一番のおすすめ。

●補聴器の機種
騒音下での聞き取りを優先したい方はミドルクラス以上がお勧め。
あとから要望が上がることもあるので、対応できるモデルが安心。
補聴器を購入する場合は3年後のイメージも必要。聴力低下する可
能性踏まえ対応できる出力を確認。大きさだけを優先すると、聴力
低下に対応できず、買い替えを直ぐに促される可能性あり

同じ補聴器でも評価が二分するのは何故？
ご本人様の言葉の聞き取り力の違いに加え、

適切な調整が、根拠をもってなされているか否か？


